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1) 外国では，The Postsecondary Education Network-International (PEN-International) の活動を参照
した。 http: //www.pen.ntid.rit.edu /（2007128 参照）
日本では，日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）の活動を参照した。
http: //www.tsukuba-tech.ac.jp / ce /xoops /（2007128 参照）
2) 日本の大学における聴覚障害学生支援に関する文献として，つぎの２冊が参考となる。
・吉川あゆみ・太田晴康・広田典子・白澤麻弓（2001）『大学ノートテイク入門』 人間社

















































































































































































































































































＊ テスト問題例 ヘルバルトの胚珠論に反対する理由とその歴史的背景 （｢教育学概論」
第２回）  「ヘルバルトが胚珠論に反対する理由」
＊ 答案の話 正確を書いて終わりではない。説明をしてほしい （｢教育学概論」第３回）
 「正解を書いて……」
＊ ２義的りゅうそうがた （｢教育学概論」第２回）  （｢２次的留巣型」である
が,「第２次」あるいは「第２の」と言うべきであった）
＊ 人間は日常的に言葉を使っている。 倫理の世界 （｢教育学概論」第５回） 
「論理の世界」
＊ カスパー・ハウザーは，犬や猫が スプーンを使わずに食物を食べる事を許されなか
った (｢教育学概論」第５回）  「許せなかった」訓練すればできると彼は
主張した。
＊ 大脳 脂質 ししつ (｢教育学概論」第４回）  （｢皮質」と記録されている
ところもあり，レジュメもあるので，誤解は生まれていないはずである）
＊ Seinと Sollen サインとゾレン （｢教育学概論」第７回）  「ザイン」
＊ 禁欲主義， これに対して体罰主義が出てきた （｢教育学概論」第８回） 
「これに対応して」（意味が変わってしまう）
＊ 10歳のときルソーのお父さんも亡くなった （｢教育学概論」第９回）  「い
なくなった」
＊ 帰ってくると 町の中の錠門がしまっていた （｢教育学概論」第９回）  「町
へ入る城門がしまっていた」
＊ エデュケーション・アドバイス （｢教育法規」第３回）  「エデュケーショ
ン・アザワイズ」(レジュメには英字が書いてあるが，確かに聞き違いしやすい）
＊ 親が学校に「口出し」される事を嫌がってた （｢教育法規」第４回）  「学
校は親に「口出し」される事を嫌がってきた」
































＊ 学校では苦痛を感じるが， 学芸員の人達は苦痛を感じない （｢教育学概論」第７回）
 「学芸員の受講生に関係するが，博物館に来る人達は苦痛を感じない」
＊ 学校では直接的・持続的人間関係があり，教師・生徒にとってわずらわしいこともあ
るが， 社会的関係はこのわずらわしさがない （｢教育学概論」第７回） 
「博物館など社会教育施設では，このわずらわしさがない」





れている 考え方を持ってたか 不平等な社会に怒りを持った 社会むじゅんに対




自主的判断が出来る事では同じ （｢教育学概論」第10回）  「庭師的教育論
と建築師的教育論の２つの教育論とも，主体的判断力・自主的判断力を重視する事で
は同じ」
＊ 遊動円木 現在でも徳島駅の近くにある （｢教育学概論」第13回）  「遊動円
木事件の寺島小学校は現在でも徳島駅の近くにある」


















＊ 「教育学概論」第４回目分（PDFでは第６回）のノート No. 37の 交代です と書
かれたところから上の分は No. 29と No. 30との間に入る内容となっている。PDF化
桃山学院大学総合研究所紀要 第33巻第３号194
する際の順序の乱れということではない。

















































































































































ノートテイク ⇒ ＮＴ 国 ⇒ □
ワーカー ⇒ Ｗｒ 権利 ⇒ リ
ソーシャルワーク ⇒ ＳＷ 問題 ⇒ ダイ
コミュニティーワーク ⇒ ＣＷ 労働 ⇒ 労仂
ボランティア ⇒ Ｖｏ 職員 ⇒ 員
第二次世界大戦 ⇒ ＷＷⅡ 社会福祉 ⇒ 社フク
コミュニケーション ⇒ コミ 社会福祉協議会 ⇒ 社協
障害 ⇒ シ 介護 ⇒ 介ゴ
障害児 ⇒ シ児 介護保険 ⇒ 介保
知的障害者 ⇒ 知シ者 会議 ⇒ 会ギ
身体障害者 ⇒ 身シ者 保障 ⇒ 保ショウ
精神障害者 ⇒ 精シ者 グループホーム ⇒ グルホ
先生 ⇒ Ｔ 特別養護老人ホーム ⇒ 特ヨウ
表３ 授業において使用した略字例
株主 ⇒ S/h 会監査役会設置会社 ⇒ 監設置
株主総会 ⇒ S/h 有価証券報告書 ⇒ 有報告
取締役会 ⇒ 取会 有価証券届出書 ⇒ 有届
平取締役 ⇒ 平取 会社法 ⇒ 会
代表取締役 ⇒ 代取 商法 ⇒ 商
株式会社 ⇒ 株会 証券取引法 ⇒ 証取
有限会社 ⇒ 有会 条文表記 250条 ⇒ 250
貸借対照表 ⇒ B/S ２項 ⇒ Ⅱ
損益計算書 ⇒ P/L １号 ⇒ ①




































































































9) JAWS for Windowsは，画面やウィンドウに表示されている情報，入力情報などを読み取るスクリ
ーンリーダーである。Microsoft Officeなどの各種主要ソフトウェアに対応している。Webページの
読み上げ，文書の読み上げと作成のほか，さまざまな情報へアクセスできる。このソフトの特徴につ
















































吉田あゆみ・太田晴康・広田典子・白澤麻弓 (2001) 『大学ノートテイク入門』 人間社






Formation of Systems of Communication Access Services
for Students with Hearing Disabilities




This study was designed to analyze the effects of note-taking services for students with hearing
disabilities, as a part of the activities of the collaborative research project (04-kyou-169) at the
Research Institute of Momoyama Gakuin University.
This project was organized in 2004 for the purpose of providing access to communication for
students with hearing disabilities at our university. For the three years since, several practical
studies were conducted in order to obtain useful information regarding support systems for sev-
eral students with hearing disabilities, that is: ①official systems of note-taker referral services
provided by a support center or committee for students with hearing disabilities at several univer-
sities in Japan; ②specialized knowledge and skills in note-taking; ③standard form of training for
note-takers; and so on.
We were provided with opportunities to use the note-taker referral services for K, one of the
students with hearing disabilities. We analyzed a large amount of notes in each class and consid-
ered the useful effects of the note-taking services, from the viewpoint of teaching staff.
